
Adobe® Originals

本文用から見出し用まで６つのウェイトがOpenType®として完成。
小塚明朝TMの明るい表情を受けつぎながら、
ゴシック体に求められる力強さをそなえました。

 アドビオリジナル和文書体

 The Kozuka GothicTM typeface family is
composed of six weights that cover
various uses ranging from body text
composition to headline compositions. 
This typeface family is now available

in OpenType® format.

Designed as a companion to the Kozuka 

Mincho® typeface family, Kozuka Gothic 
provides a crystal-clear image while
possessing the visual strength that is
characteristic of a Gothic typeface.
                                     

小塚ゴシックTM

®



「小塚ゴシックTM」は、「小塚明朝 TM」につづくアドビのオリジナル和文書体ファミリーです。

「小塚明朝」の開発に採用した、システマティックなデザインプロセスをゴシック書体に

も適用することで、明快な視覚的訴求力と小塚明朝とのデザイン上の親近性を与えるこ

とができました。「小塚ゴシック」の書体ファミリーは、極めて細いウェイトが特徴のEL

から、標準的な本文や小見出しなどの用途をカバーするＬ、Ｒ、Ｍ、そしてより大きなサ

イズでの見出しに効果的なＢとＨまで、６つのウェイトで構成されています。「小塚ゴ

シック」の書体ファミリーは「小塚明朝」とおなじく、システマティックにデザインされ

た一貫性のある字形、優れた印字・印刷適性をもっています。「小塚明朝」の明るくスッ

キリとした表情はそのままに、ゴシック書体に必要とされる力強さが加わりました。

「小塚ゴシック」は、「小塚明朝」と同様、長年にわたって本文用書体の開発に携わってき

た小塚昌彦（弊社顧問）が制作指揮を行い、アドビの日本語タイポグラフィグループが完

成させた書体です。和文書体デザインの伝統にもとづきながら、急速に広がるデジタル

フォントの利用環境に適応する書体デザインを目指して、独自のデザイン手法の開発に

とりくみました。「小塚ゴシック」は「小塚明朝」と対をなし、統一感のある使いやすい書

体ファミリーを構成して、和文のタイポグラフィに新しい広がりを与えます。

アドビオリジナル和文書体　小塚ゴシック
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The Kozuka Gothic family is composed of 
six weights in total : EL (Extra Light), L 
(Light), R (Regular), and M (Medium) that 
cover purposes from body text to display 
lines for sub-headings, and the heavier
B (Bold) and H (Heavy) which are effective 
for display lines set in larger type sizes.

Kozuka Gothic has systematically 
designed glyph shapes with good design 
consistency, and fine printability.
Retaining the clear and modern feeling

of Kozuka Mincho,®  Kozuka Gothic has
the visual strength required for a Gothic 
typeface.

Masahiko Kozuka, an advisor to our 
design team, has been involved
with many text typeface design projects 
during his 50-year career, supervised
the Kozuka Gothic design project
and lead the design team from creation
to completion of this new Gothic
typeface which brings modern flair to the 
tradition of Japanese san-serif typeface 
designs. Like Kozuka Mincho, Kozuka 
Gothic was created with Adobe’s state-
of-the-art digital typeface design tools  
and production process.
Together with Kozuka Mincho, Kozuka 
Gothic will further broaden Japanese 
typographic creativity.

創意あふれる新鮮な書体デザインが
 タイポグラフィの未来に大きな可能性を開きます。

Kozuka GothicTM, Adobe Originals
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小塚ゴシック R 6/12 pt

小塚ゴシック L 11 Q/22 H

小塚ゴシック L 10 Q/20 H

小塚ゴシック L 8 pt/16 pt

小塚ゴシック L 12 Q/24 H

タイポグラフィをクリスタルの杯にたとえたのはビアトリス・ウォードでした。原作者の言葉を正確に印刷された文字の

配列に移し変えて、読みやすい書籍を作ることがタイポグラフィの役割だとウォードは考えていました。原作の内容と無

関係の派手な装飾や読みやすさを損なうような過剰なデザインは、中に入ったワインの色が見えない黄金の杯と同じで邪

魔になる。クリスタルの杯のようにタイポグラフィは無色透明でなければならないという考えです。彼女はまだ女性がタ

イポグラフィを専門とすることの稀だった 20 年代に、名前を偽って専門誌に優れた論文を投稿して高く評価されたこと

タイポグラフィをクリスタルの杯にたとえたのはビアトリス・ウォードでした。原作者の言葉を正確に

印刷された文字の配列に移し変えて、読みやすい書籍を作ることがタイポグラフィの役割だとウォード

は考えていました。原作の内容と無関係の派手な装飾や読みやすさを損なうような過剰なデザインは、

中に入ったワインの色が見えない黄金の杯と同じで邪魔になる。クリスタルの杯のようにタイポグラ

フィは無色透明でなければならないという考えです。彼女はまだ女性がタイポグラフィを専門とするこ

タイポグラフィをクリスタルの杯にたとえたのはビアトリス・ウォードでした。原作者の言葉

を正確に印刷された文字の配列に移し変えて、読みやすい書籍を作ることがタイポグラフィの

役割だとウォードは考えていました。原作の内容と無関係の派手な装飾や読みやすさを損なう

ような過剰なデザインは、中に入ったワインの色が見えない黄金の杯と同じで邪魔になる。ク

リスタルの杯のようにタイポグラフィは無色透明でなければならないという考えです。彼女は

タイポグラフィをクリスタルの杯にたとえたのはビアトリス・ウォードでした。原作者の言

葉を正確に印刷された文字の配列に移し変えて、読みやすい書籍を作ることがタイポグラ

フィの役割だとウォードは考えていました。原作の内容と無関係の派手な装飾や読みやすさ

を損なうような過剰なデザインは、中に入ったワインの色が見えない黄金の杯と同じで邪魔

になる。クリスタルの杯のようにタイポグラフィは無色透明でなければならないという考え

タイポグラフィをクリスタルの杯にたとえたのはビアトリス・ウォードでした。原作

者の言葉を正確に印刷された文字の配列に移し変えて、読みやすい書籍を作ることが

タイポグラフィの役割だとウォードは考えていました。原作の内容と無関係の派手な

装飾や読みやすさを損なうような過剰なデザインは、中に入ったワインの色が見えな

い黄金の杯と同じで邪魔になる。クリスタルの杯のようにタイポグラフィは無色透明
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タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
に
た
と
え
た
の
は
ビ
ア
ト
リ
ス
・
ウ
ォ
ー
ド
で
し
た
。
原
作
者
の
言
葉
を
正
確
に
印
刷
さ
れ
た
文
字
の
配
列
に
移
し
変
え
て
、
読
み
や
す
い
書
籍

を
作
る
こ
と
が
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
役
割
だ
と
ウ
ォ
ー
ド
は
考
え
て
い
ま
し
た
。
原
作
の
内
容
と
無
関
係
の
派
手
な
装
飾
や
読
み
や
す
さ
を
損
な
う
よ
う
な
過
剰
な
デ
ザ
イ
ン
は
、
中
に

入
っ
た
ワ
イ
ン
の
色
が
見
え
な
い
黄
金
の
杯
と
同
じ
で
邪
魔
に
な
る
。
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
の
よ
う
に
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
は
無
色
透
明
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
で
す
。
彼
女
は

ま
だ
女
性
が
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
専
門
と
す
る
こ
と
の
稀
だ
っ
た
20
年
代
に
、
名
前
を
偽
っ
て
専
門
誌
に
優
れ
た
論
文
を
投
稿
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
タ
イ

ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
歴
史
に
深
い
知
識
を
も
つ
専
門
家
と
し
て
、
書
籍
印
刷
と
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
役
割
と
使
命
に
つ
い
て
自
己
の
信
念
を
力
強
く
説
き
ま
し
た
。
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
と
い
う

比
喩
は
彼
女
の
考
え
方
を
も
っ
と
も
う
ま
く
表
し
て
い
る
言
葉
で
す
。

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
に
た
と
え
た
の
は
ビ
ア
ト
リ
ス
・
ウ
ォ
ー
ド
で
し
た
。
原
作
者
の
言
葉
を
正
確
に
印
刷
さ
れ
た
文
字
の
配
列
に
移
し
変
え
て
、
読
み
や
す
い

書
籍
を
作
る
こ
と
が
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
役
割
だ
と
ウ
ォ
ー
ド
は
考
え
て
い
ま
し
た
。
原
作
の
内
容
と
無
関
係
の
派
手
な
装
飾
や
読
み
や
す
さ
を
損
な
う
よ
う
な
過
剰
な
デ
ザ
イ
ン

は
、
中
に
入
っ
た
ワ
イ
ン
の
色
が
見
え
な
い
黄
金
の
杯
と
同
じ
で
邪
魔
に
な
る
。
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
の
よ
う
に
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
は
無
色
透
明
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え

で
す
。
彼
女
は
ま
だ
女
性
が
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
専
門
と
す
る
こ
と
の
稀
だ
っ
た
20
年
代
に
、
名
前
を
偽
っ
て
専
門
誌
に
優
れ
た
論
文
を
投
稿
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
歴
史
に
深
い
知
識
を
も
つ
専
門
家
と
し
て
、
書
籍
印
刷
と
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
役
割
と
使
命
に
つ
い
て
自
己
の
信
念
を
力
強
く
説
き
ま
し
た
。

ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
と
い
う
比
喩
は
彼
女
の
考
え
方
を
も
っ
と
も
う
ま
く
表
し
て
い
る
言
葉
で
す
。

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
に
た
と
え
た
の
は
ビ
ア
ト
リ
ス
・
ウ
ォ
ー
ド
で
し
た
。
原
作
者
の
言
葉
を
正
確
に
印
刷
さ
れ
た
文
字
の
配
列
に
移
し
変
え
て
、
読

み
や
す
い
書
籍
を
作
る
こ
と
が
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
役
割
だ
と
ウ
ォ
ー
ド
は
考
え
て
い
ま
し
た
。
原
作
の
内
容
と
無
関
係
の
派
手
な
装
飾
や
読
み
や
す
さ
を
損
な
う
よ
う

な
過
剰
な
デ
ザ
イ
ン
は
、
中
に
入
っ
た
ワ
イ
ン
の
色
が
見
え
な
い
黄
金
の
杯
と
同
じ
で
邪
魔
に
な
る
。
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
の
よ
う
に
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
は
無
色
透
明
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
で
す
。
彼
女
は
ま
だ
女
性
が
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
専
門
と
す
る
こ
と
の
稀
だ
っ
た
20
年
代
に
、
名
前
を
偽
っ
て
専
門
誌
に
優
れ
た
論
文
を

投
稿
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
歴
史
に
深
い
知
識
を
も
つ
専
門
家
と
し
て
、
書
籍
印
刷
と
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
役
割
と
使

命
に
つ
い
て
自
己
の
信
念
を
力
強
く
説
き
ま
し
た
。
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
と
い
う
比
喩
は
彼
女
の
考
え
方
を
も
っ
と
も
う
ま
く
表
し
て
い
る
言
葉
で
す
。
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タイポグラフィをクリスタルの杯にたとえたのはビアトリス・ウォードでした。原作

者の言葉を正確に印刷された文字の配列に移し変えて、読みやすい書籍を作ることが

タイポグラフィの役割だとウォードは考えていました。原作の内容と無関係の派手な

装飾や読みやすさを損なうような過剰なデザインは、中に入ったワインの色が見えな

い黄金の杯と同じで邪魔になる。クリスタルの杯のようにタイポグラフィは無色透明

タイポグラフィをクリスタルの杯にたとえたのはビアトリス・ウォードでした。

原作者の言葉を正確に印刷された文字の配列に移し変えて、読みやすい書籍を作

ることがタイポグラフィの役割だとウォードは考えていました。原作の内容と無

関係の派手な装飾や読みやすさを損なうような過剰なデザインは、中に入ったワ

インの色が見えない黄金の杯と同じで邪魔になる。クリスタルの杯のようにタイ

タイポグラフィをクリスタルの杯にたとえたのはビアトリス・ウォードでした。

原作者の言葉を正確に印刷された文字の配列に移し変えて、読みやすい書籍を作

ることがタイポグラフィの役割だとウォードは考えていました。原作の内容と無

関係の派手な装飾や読みやすさを損なうような過剰なデザインは、中に入ったワ

インの色が見えない黄金の杯と同じで邪魔になる。クリスタルの杯のようにタイ

タイポグラフィをクリスタルの杯にたとえたのはビアトリス・ウォード

でした。原作者の言葉を正確に印刷された文字の配列に移し変えて、読

みやすい書籍を作ることがタイポグラフィの役割だとウォードは考えて

いました。原作の内容と無関係の派手な装飾や読みやすさを損なうよう

な過剰なデザインは、中に入ったワインの色が見えない黄金の杯と同じ

小塚ゴシック R 12 Q/24 H

小塚ゴシック L 9/18 pt

小塚ゴシック R 9/18 pt

小塚ゴシック R 14 Q/24.5 H
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タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
に
た
と
え
た
の
は
ビ
ア
ト
リ
ス
・
ウ
ォ
ー
ド
で
し
た
。
原
作
者
の
言
葉
を
正
確
に
印
刷
さ
れ
た
文
字
の
配
列
に
移
し
変
え
て
、
読

み
や
す
い
書
籍
を
作
る
こ
と
が
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
役
割
だ
と
ウ
ォ
ー
ド
は
考
え
て
い
ま
し
た
。
原
作
の
内
容
と
無
関
係
の
派
手
な
装
飾
や
読
み
や
す
さ
を
損
な
う
よ
う

な
過
剰
な
デ
ザ
イ
ン
は
、
中
に
入
っ
た
ワ
イ
ン
の
色
が
見
え
な
い
黄
金
の
杯
と
同
じ
で
邪
魔
に
な
る
。
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
の
よ
う
に
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
は
無
色
透
明
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
で
す
。
彼
女
は
ま
だ
女
性
が
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
専
門
と
す
る
こ
と
の
稀
だ
っ
た
20
年
代
に
、
名
前
を
偽
っ
て
専
門
誌
に
優
れ
た
論
文
を

投
稿
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
歴
史
に
深
い
知
識
を
も
つ
専
門
家
と
し
て
、
書
籍
印
刷
と
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
役
割
と
使

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
に
た
と
え
た
の
は
ビ
ア
ト
リ
ス
・
ウ
ォ
ー
ド
で
し
た
。
原
作
者
の
言
葉
を
正
確
に
印
刷
さ
れ
た
文
字
の
配
列
に
移
し
変
え

て
、
読
み
や
す
い
書
籍
を
作
る
こ
と
が
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
役
割
だ
と
ウ
ォ
ー
ド
は
考
え
て
い
ま
し
た
。
原
作
の
内
容
と
無
関
係
の
派
手
な
装
飾
や
読
み
や
す
さ

を
損
な
う
よ
う
な
過
剰
な
デ
ザ
イ
ン
は
、
中
に
入
っ
た
ワ
イ
ン
の
色
が
見
え
な
い
黄
金
の
杯
と
同
じ
で
邪
魔
に
な
る
。
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
の
よ
う
に
タ
イ
ポ
グ
ラ

フ
ィ
は
無
色
透
明
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
で
す
。
彼
女
は
ま
だ
女
性
が
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
専
門
と
す
る
こ
と
の
稀
だ
っ
た
20
年
代
に
、
名
前
を

偽
っ
て
専
門
誌
に
優
れ
た
論
文
を
投
稿
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
歴
史
に
深
い
知
識
を
も
つ
専
門
家
と
し
て
、
書

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
に
た
と
え
た
の
は
ビ
ア
ト
リ
ス
・
ウ
ォ
ー
ド
で
し
た
。
原
作
者
の
言
葉
を
正
確
に
印
刷
さ
れ
た
文
字
の
配
列
に
移
し
変
え

て
、
読
み
や
す
い
書
籍
を
作
る
こ
と
が
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
役
割
だ
と
ウ
ォ
ー
ド
は
考
え
て
い
ま
し
た
。
原
作
の
内
容
と
無
関
係
の
派
手
な
装
飾
や
読
み
や
す
さ

を
損
な
う
よ
う
な
過
剰
な
デ
ザ
イ
ン
は
、
中
に
入
っ
た
ワ
イ
ン
の
色
が
見
え
な
い
黄
金
の
杯
と
同
じ
で
邪
魔
に
な
る
。
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
の
よ
う
に
タ
イ
ポ
グ
ラ

フ
ィ
は
無
色
透
明
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
で
す
。
彼
女
は
ま
だ
女
性
が
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
専
門
と
す
る
こ
と
の
稀
だ
っ
た
20
年
代
に
、
名
前
を

偽
っ
て
専
門
誌
に
優
れ
た
論
文
を
投
稿
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
歴
史
に
深
い
知
識
を
も
つ
専
門
家
と
し
て
、
書

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
に
た
と
え
た
の
は
ビ
ア
ト
リ
ス
・
ウ
ォ
ー
ド
で
し
た
。
原
作
者
の
言
葉
を
正
確
に
印
刷
さ
れ
た
文
字
の
配

列
に
移
し
変
え
て
、
読
み
や
す
い
書
籍
を
作
る
こ
と
が
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
役
割
だ
と
ウ
ォ
ー
ド
は
考
え
て
い
ま
し
た
。
原
作
の
内
容
と
無
関
係

の
派
手
な
装
飾
や
読
み
や
す
さ
を
損
な
う
よ
う
な
過
剰
な
デ
ザ
イ
ン
は
、
中
に
入
っ
た
ワ
イ
ン
の
色
が
見
え
な
い
黄
金
の
杯
と
同
じ
で
邪
魔
に
な

る
。
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
の
よ
う
に
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
は
無
色
透
明
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
で
す
。
彼
女
は
ま
だ
女
性
が
タ
イ
ポ
グ
ラ

フ
ィ
を
専
門
と
す
る
こ
と
の
稀
だ
っ
た
20
年
代
に
、
名
前
を
偽
っ
て
専
門
誌
に
優
れ
た
論
文
を
投
稿
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

小
塚
ゴ
シ
ッ
クR 12 Q

/24 H

小
塚
ゴ
シ
ッ
クL 9 Q

/18 H

小
塚
ゴ
シ
ッ
クR 9/18 pt

小
塚
ゴ
シ
ッ
クR 14 Q

/24.5 H
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タイポグラフィをクリスタルの杯にたとえたのはビアトリス・ウォード

でした。原作者の言葉を正確に印刷された文字の配列に移し変えて、読

みやすい書籍を作ることがタイポグラフィの役割だとウォードは考えて

いました。原作の内容と無関係の派手な装飾や読みやすさを損なうよう

な過剰なデザインは、中に入ったワインの色が見えない黄金の杯と同じ

タイポグラフィをクリスタルの杯にたとえたのはビアトリス・ウォード

でした。原作者の言葉を正確に印刷された文字の配列に移し変えて、読

みやすい書籍を作ることがタイポグラフィの役割だとウォードは考えて

いました。原作の内容と無関係の派手な装飾や読みやすさを損なうよう

な過剰なデザインは、中に入ったワインの色が見えない黄金の杯と同じ

タイポグラフィをクリスタルの杯にたとえたのはビアトリ

ス・ウォードでした。原作者の言葉を正確に印刷された文字

の配列に移し変えて、読みやすい書籍を作ることがタイポグ

ラフィの役割だとウォードは考えていました。原作の内容と

無関係の派手な装飾や読みやすさを損なうような過剰なデザ

タイポグラフィをクリスタルの杯にたとえたのは、ビアトリ

ス・ウォードでした。原作者の言葉を正確に印刷された文字

の配列に移し変えて、読みやすい書籍を作ることがタイポグ

ラフィの役割だとウォードは考えていました。原作の内容と

無関係の派手な装飾や読みやすさを損なうような過剰なデザ

小塚ゴシック L 10/17.5 pt

小塚ゴシック R 10/17.5 pt

小塚ゴシック R 12/21 pt

小塚ゴシックM 12/21 pt
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タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
に
た
と
え
た
の
は
ビ
ア
ト
リ
ス
・
ウ
ォ
ー
ド
で
し
た
。
原
作
者
の
言
葉
を
正
確
に
印
刷
さ
れ
た
文
字
の

配
列
に
移
し
変
え
て
、
読
み
や
す
い
書
籍
を
作
る
こ
と
が
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
役
割
だ
と
ウ
ォ
ー
ド
は
考
え
て
い
ま
し
た
。
原
作
の
内
容
と
無

関
係
の
派
手
な
装
飾
や
読
み
や
す
さ
を
損
な
う
よ
う
な
過
剰
な
デ
ザ
イ
ン
は
、
中
に
入
っ
た
ワ
イ
ン
の
色
が
見
え
な
い
黄
金
の
杯
と
同
じ
で
邪

魔
に
な
る
。
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
の
よ
う
に
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
は
無
色
透
明
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
で
す
。
彼
女
は
ま
だ
女
性
が
タ

イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
専
門
と
す
る
こ
と
の
稀
だ
っ
た
20
年
代
に
、
名
前
を
偽
っ
て
専
門
誌
に
優
れ
た
論
文
を
投
稿
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
が

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
に
た
と
え
た
の
は
ビ
ア
ト
リ
ス
・
ウ
ォ
ー
ド
で
し
た
。
原
作
者
の
言
葉
を
正
確
に
印
刷
さ
れ
た
文
字
の

配
列
に
移
し
変
え
て
、
読
み
や
す
い
書
籍
を
作
る
こ
と
が
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
役
割
だ
と
ウ
ォ
ー
ド
は
考
え
て
い
ま
し
た
。
原
作
の
内
容
と
無

関
係
の
派
手
な
装
飾
や
読
み
や
す
さ
を
損
な
う
よ
う
な
過
剰
な
デ
ザ
イ
ン
は
、
中
に
入
っ
た
ワ
イ
ン
の
色
が
見
え
な
い
黄
金
の
杯
と
同
じ
で
邪

魔
に
な
る
。
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
の
よ
う
に
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
は
無
色
透
明
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
で
す
。
彼
女
は
ま
だ
女
性
が
タ

イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
専
門
と
す
る
こ
と
の
稀
だ
っ
た
20
年
代
に
、
名
前
を
偽
っ
て
専
門
誌
に
優
れ
た
論
文
を
投
稿
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
が

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
に
た
と
え
た
の
は
ビ
ア
ト
リ
ス
・
ウ
ォ
ー
ド
で
し
た
。
原
作
者
の
言
葉
を
正
確

に
印
刷
さ
れ
た
文
字
の
配
列
に
移
し
変
え
て
、
読
み
や
す
い
書
籍
を
作
る
こ
と
が
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
役
割
だ
と

ウ
ォ
ー
ド
は
考
え
て
い
ま
し
た
。
原
作
の
内
容
と
無
関
係
の
派
手
な
装
飾
や
読
み
や
す
さ
を
損
な
う
よ
う
な
過
剰
な
デ

ザ
イ
ン
は
、
中
に
入
っ
た
ワ
イ
ン
の
色
が
見
え
な
い
黄
金
の
杯
と
同
じ
で
邪
魔
に
な
る
。
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
の
よ
う
に

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
は
無
色
透
明
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
で
す
。
彼
女
は
ま
だ
女
性
が
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
に
た
と
え
た
の
は
ビ
ア
ト
リ
ス
・
ウ
ォ
ー
ド
で
し
た
。
原
作
者

の
言
葉
を
正
確
に
印
刷
さ
れ
た
文
字
の
配
列
に
移
し
変
え
て
、
読
み
や
す
い
書
籍
を
作
る
こ
と
が
タ
イ

ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
役
割
だ
と
ウ
ォ
ー
ド
は
考
え
て
い
ま
し
た
。
原
作
の
内
容
と
無
関
係
の
派
手
な
装
飾
や

読
み
や
す
さ
を
損
な
う
よ
う
な
過
剰
な
デ
ザ
イ
ン
は
、
中
に
入
っ
た
ワ
イ
ン
の
色
が
見
え
な
い
黄
金
の

小
塚
ゴ
シ
ッ
クR 10/17.5 pt

小
塚
ゴ
シ
ッ
クM

 10/17.5 pt

小
塚
ゴ
シ
ッ
クR 12/21 pt

小
塚
ゴ
シ
ッ
クM

 14/24.5 pt
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タイポグラフィをクリスタルの杯にたとえたのはビアトリ
ス・ウォードでした。原作者の言葉を正確に印刷された文字
の配列に移し変えて、読みやすい書籍を作ることがタイポグ
ラフィの役割だとウォードは考えていました。原作の内容と

タイポグラフィをクリスタルの杯にたとえたのはビ

アトリス・ウォードでした。原作者の言葉を正確に

印刷された文字の配列に移し変えて、読みやすい書

籍を作ることがタイポグラフィの役割だとウォード

タイポグラフィをクリスタルの杯にたとえたのはビアトリス・ウォー
ドでした。原作者の言葉を正確に印刷された文字の配列に移し変え
て、読みやすい書籍を作ることがタイポグラフィの役割だとウォード
は考えていました。原作の内容と無関係の派手な装飾や読みやすさを

タイポグラフィをクリスタルの杯にたとえた
のはビアトリス・ウォードでした。原作者の

小塚ゴシック B 12/21 pt

小塚ゴシックM 14/24.5 pt

小塚ゴシック B 16/24 pt

小塚ゴシックH 24/36 pt

タイポグラフィをクリスタルの杯にたとえた
のはビアトリス・ウォードでした。原作者の

小塚ゴシック EL 24/36 pt
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タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
に
た
と
え
た
の
は
ビ
ア
ト
リ
ス
・
ウ
ォ
ー
ド
で
し
た
。
原
作
者

の
言
葉
を
正
確
に
印
刷
さ
れ
た
文
字
の
配
列
に
移
し
変
え
て
、
読
み
や
す
い
書
籍
を
作
る
こ
と
が
タ
イ

ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
役
割
だ
と
ウ
ォ
ー
ド
は
考
え
て
い
ま
し
た
。
原
作
の
内
容
と
無
関
係
の
派
手
な
装
飾
や

読
み
や
す
さ
を
損
な
う
よ
う
な
過
剰
な
デ
ザ
イ
ン
は
、
中
に
入
っ
た
ワ
イ
ン
の
色
が
見
え
な
い
黄
金
の

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
に
た
と
え
た
の
は
ビ
ア
ト
リ
ス
・
ウ
ォ
ー
ド
で
し

た
。
原
作
者
の
言
葉
を
正
確
に
印
刷
さ
れ
た
文
字
の
配
列
に
移
し
変
え
て
、
読
み
や
す
い

書
籍
を
作
る
こ
と
が
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
役
割
だ
と
ウ
ォ
ー
ド
は
考
え
て
い
ま
し
た
。
原

作
の
内
容
と
無
関
係
の
派
手
な
装
飾
や
読
み
や
す
さ
を
損
な
う
よ
う
な
過
剰
な
デ
ザ
イ
ン

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
に
た
と
え
た
の
は

ビ
ア
ト
リ
ス
・
ウ
ォ
ー
ド
で
し
た
。
原
作
者
の
言
葉
を
正

小
塚
ゴ
シ
ッ
クH

 16/24 pt

小
塚
ゴ
シ
ッ
クB 14/24.5 pt

小
塚
ゴ
シ
ッ
クH

 24/36 pt

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
ク
リ
ス
タ
ル
の
杯
に
た
と
え
た
の
は

ビ
ア
ト
リ
ス
・
ウ
ォ
ー
ド
で
し
た
。
原
作
者
の
言
葉
を
正

小
塚
ゴ
シ
ッ
クEL 24/36 pt
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日本の文字を求めて

日本の文字を求めて

日本の文字を求めて

日本の文字を求めて

小塚ゴシック EL 36 pt

小塚ゴシック EL 50 pt

小塚ゴシックH 36 pt

小塚ゴシックH 50 pt
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日
本
の
文
字
を
求
め
て

日
本
の
文
字
を
求
め
て

日
本
の
文
字
を
求
め
て

日
本
の
文
字
を
求
め
て

小
塚
ゴ
シ
ッ
クEL 36 pt

小
塚
ゴ
シ
ッ
クEL 50 pt

小
塚
ゴ
シ
ッ
クH

 36 pt

小
塚
ゴ
シ
ッ
クH

 50 pt



アドビの日本語OpenType®フォントには、StandardとProの２つの種類

があります。この２つは、収容文字数とタイポグラフィックな機能の豊富

さが異なります。OpenType StandardフォントはAdobe-Japan1-3 文字

コレクションに基づく 9,354 文字を含みます。これは、機能的には従来の

sfnt-CIDフォントの字種に相当します。OpenType ProフォントはAdobe-

Japan1-4 文字コレクションに基づく15,444 文字を含んでいます。その拡

張された字種と高度な文字組を支援する追加機能によって、Proフォント

はStandardの文字セットを包含するスーパーセットとなっています。

StandardとProのOpenTypeフォントは、メニュー名で容易に区別でき

ます。フォント名の後にStdが付くものはStandardフォントで、Proが付

くものがProフォントです。
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新しい時代を予感させる書体

新しい時代を予感させる書体

新しい時代を予感させる書体

新しい時代を予感させる書体

新しい時代を予感させる書体
新しい時代を予感させる書体

小塚ゴシック EL

小塚ゴシック L

小塚ゴシック R

小塚ゴシック B

小塚ゴシックH

小塚ゴシックM



 OpenType Japanese fonts are currently 
available in two flavors : Standard and Pro. 
These two flavors differ in their character 
collections, and in the richness of their 
advanced typographic features.
OpenType Japanese Standard fonts are 
based on the Adobe-Japan1-3 character 
collection, which enumerates up to
9,354 glyphs. These Standard fonts are 
equivalent to Adobe’s sfnt-CID fonts
in terms of glyphs. OpenType Japanese 
Pro fonts are based on the Adobe 
Japan1-4 character collection, which 
enumerates up to 15,444 glyphs.
Pro fonts are supersets of their Standard 
equivalents in terms of their glyph 
collection and advanced typographic 
features. The sheer number of glyphs
in Pro fonts allow additional advanced 
typographic features to be included.

 OpenType Japanese Standard and Pro 
fonts are easily distinguished through 
their menu names. The use of ‘Std’
after a font name in an application font 
menu indicates a Standard font, and
the use of ‘Pro’ indicates a Pro font.
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英文テキストにはAdobe Minion Pro書体を用いました。

和文の組見本は、Adobe InDesign® 日本語版を用いて組版し、特別な字間調整をせず、

ベタで組んでいます。

 The English text is set in Adobe Minion Pro.

 The Japanese specimen text is composed with Adobe InDesignTM Japanese Edition, 

and set solid without special spacing adjustments.
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